
公立高等学校入試について【防寒着・持参物】

防寒着について 以下の通知がありましたので、お知らせします。

『公立高校入試の服装は基本制服だが、日当たりの具合等によって、寒暖差
はかなりあるのが実情なので、防寒着を持参可とする。』

(1) 防寒着の着用は上のみＯＫなのか（下はダメか）。
→防寒着の着用は上下とも可能である。

(2) 防寒着の条件

①無地で、文字が入ってないこと。ただし、英単語表記ではない中学校名や
小さくメーカーが書いてある程度はＯＫ。

② ひざ掛けは不可とする。（不正行為防止の観点から）

③ 考査中に脱ぎたい場合は挙手して監督に申し出ること。時間終了まで預
かる。勝手に脱いでひざ掛けなどにはしない。

④防寒着を持参したが、着用不要な場合は廊下の鞄におくこと。

⑤ スカートの下にジャージを履く、いわゆる「埴輪スタイル」は不可。

上記説明で不明な場合、受検日までに担任に相談した上で中学校へ防寒
着を持参してください。中学校で上記内容に照らし合わせて確認します。
ただし、可否の判断は入試当日、高校側が行うので、指導を受けた場合は従
うようにしてください。

その他、以下の点についても、注意してください。

① 昨年、他校生徒ですが携帯電話、ことわざや熟語等の入っている筆記用
具、角度の測れる定規などの持ち込みが見受けられました。これらのものを
持ち込まないこと。

② 昨年アラームの止め方がわからない腕時計を持ってきた者がいました。
使い方の分からない時計は持参しないこと。

入試当日の身だしなみ・持参物・言動、全てが試験だと思って臨みましょう。
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2月10日に県内私立高等学校入試、2月16日に公立高等学校推薦特色入試があ
ります。
本当に目の前に迫ってきて、ものすごくプレッシャーとストレスを感じている生徒は多
いと思います。もちろん、皆さんのことを大事に思っているご家族も、ものすごく心配さ
れています。この時期はどの家庭でもピリピリとした空気が家の中を張り詰めます。

生徒は学校で、過去問や入試対策問題を解いたり、面接・小論文練習を行ったり、も
のすごく頑張っています。しかし、プレッシャーとストレスからくるイライラを学校では出
さず落ち着いて生活しています。

学校では入試に向けて「しんどいと思うけど先生と一緒に頑張ろう！」と日々鼓舞し
ながら限界まで頑張らせているので、ご家庭では生徒をゆっくり休ませ癒してもらえる
と助かります。

受験は1人でするものではなく、『生徒・家庭・地域・学校』が協力しチームで行うも
のです。生徒の皆さんのことを、周りの人は色んな形で精一杯サポートしています。

心身ともに健康を保ち、万全の状態で入試に臨みましょう。

名言集

「小さいことを重ねることがとんでもないところに行くただ一つの道だ。」（イチロー）

「一方は『これで十分だ』と考えるが、もう一方は『まだ足りないかもしれない』と考
える。そうした言わば紙一枚の差が、大きな成果の違いを生む。」（松下幸之助）

「人間にとって成功とはいったいなんだろう。結局のところ、自分の夢に向かって自分
がどれだけ挑んだか、努力したかどうか、ではないだろうか。」（岡本太郎）

「とにかくたくさんの問題に触れるんだ。そうすりゃどこかで見た問題が出る可能性
がある。」（桜木健二/ドラゴン桜）

「過ちを改めざる これを過ちという」（孔子）


